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一

は
じ

め

に
～
問

題

の
所
在

近
時
、
法
然
上
人

(以
下
、
祖
師
の
尊
称
略
)
の
思
想
研
究

に
は
め
ざ

ま
し
い
も
の
が
あ
る
が
、
そ
う
し
た
諸
研
究
に
よ

っ
て
漸
次
明
ら
か
に

な

っ
た
こ
と
と
し
て
、
真
跡

の
少
な
い
法
然

の
著
作

・
法
語

の
解
明
に

は
、
法
然
自
身
の
思
想
変
遷
を
踏
ま
え
つ
つ
、
後
世

の
加
筆
を
も
念
頭

に
置
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
拙
稿
で
は
、

そ
の
出
発
点
と
も
い
う
べ
き
法
然
の
思
想
変
遷

の
最
初
期
、

つ
ま

り

「
浅
劣
念
仏
期
」
、
「要
集
浄
土
教
時
代
」

に
位
置
づ

け
ら

れ

て

い
る

『往
生
要
集
』
(以
下
、
『要
集
』)
に
関
す
る
四

つ
の
釈
書
、
す
な
わ
ち
、

1
、
『往
生
要
集
料
簡
』
(以
下
、
『料
簡
』)

2
、
『
往
生
要
集
略
料
簡
』
(以
下
、
『略
料
簡
』)

3
、
『往
生
要
集
釈
』
(以
下
、
『釈
』)

4
、
『
往
生
要
集
詮
要
』
(以
下
、
『詮
要
』)

に
つ
い
て
、
先
学
の
研
究
を
踏
ま
え
、
さ
ら
に
書
誌
的
、
思
想
史
的
見

地
か
ら
そ
の
問
題
点
を
指
摘
し
、
四
書
の
成
立
前
後
な
ど
に
つ
い
て
検

討
し
た
い
。
管
見
で
は
、
す
で
に
そ
の
成
立
前
後
に
関
し
て
、
阿
川
貫

達
氏
、
八
木
昊
恵
氏
、
坪
井
俊
映
氏
、末
木
文
美
士
氏
、
服
部
正
穏
氏
等

が
論
究
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
中
、
特
に
末
木

・
服
部
氏
は
、
八
木
氏
等

の
説
に
対
し
て
、
四
釈
書
の
成
立
時
期
を
、
〈『詮
要
』↓
『
料
簡
』
・
『略

料
簡
』↓
『
釈
』〉
と
推
移
す
る
と

さ
れ
、
傾
聴
す
べ
き
論
攷
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
論
理
展
開
に
若
干
の
疑
問
が
感
じ
ら
れ
る
。
そ
の
理
由

は
、
四
釈
書
を

一
見
す
れ
ば
明
白
な
よ
う
に
、
同
様

の
説
示
が
繰
り
返

し
述
べ
ら
れ
る
な
ど
の
繁
雑
さ
に
由
来
す
る
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
繁

雑
さ
は
、
書
誌
学
的
研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
法
然
の
著

作
を
取
り
扱
う
こ
と
へ
の
慎
重
さ
を
逆
に
促
す
も
の

で
は
な

か

ろ
う

か
。

つ
ま
り
、
古
本
と
い
わ
れ
る

『漢
語
灯
録
』
や
金
沢
文
庫
所
蔵
の

諸
本
に
、
新
層
と
古
層
の
存
在
、
後
世
の
編
集
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
現
状
を
鑑
み
る
に
、
そ
こ
に
含
ま
れ
る
四
釈
書
を
取
り
上
げ
る
際

に

も
、
そ
う
し
た
慎
重
さ
が
要
求
さ
れ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
本
拙

稿
で
は
、
原
則
的
に
は
四
釈
書
の
言
辞
を
す

べ
て
法
然
撰
と
受
け
と
め

た
上
で
、
後
世
に
そ
の
増
補
作
業
を
行

っ
た

の
で
は
な
い
か
、
と
指
摘
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し
た
い
。

つ
ま
り
、
同

一
の
書
物
の
中
で
相
矛
盾
す

る
教
説
が

混
在

し
、
か

つ
、
そ
れ
が
文
章
の

一
連
の
流
れ
の
中
で
不
明
瞭
な
形
で
続
く

場
合
に
は
、
そ
の
箇
所
を
慎
重
に
検
討
す
る
こ
と
は
必
要
で
あ
り
、
そ

の
結
果
、
法
然
の
他
の
書
物
に
見
ら
れ
る
明
快
な
論
理
展
開
が
、
よ
り

ス
ム
ー
ス
な
形
で
顕
在
さ
れ
る
場
合
に
は
、
む
し
ろ
そ
う
し
た
作
業
を

行
わ
な
い
こ
と
は
法
然
の
意
を
損
う
こ
と
に
も
繋
が
り
か
ね
な
い
と
思

わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

二

『
釈
』
・
『
詮

要
』

に

お
け

る
惣

結
要

行
釈

の
位

置

『
要
集
』
四
釈
書
に
お
い
て
、
そ
の
構
成
中
、
最
も
疑
問
に
思

う

の

が
、
『
釈
』
と

『
詮
要
』

に
お
け

る

『要
集
』
第
五
助
念
方
法
門
の
第

七
惣
結
要
行
に
つ
い
て
の
釈

の
位
置

で
あ

る
。
惣
結
要
行
釈
と
は
、

『要
集
』
の
「大
菩
提
心
護

三
業

深
信
至

誠
常
念

仏
随

願
決
定

生

極
楽

」
と
あ
る
文
を
、
法
然
独
自
の
視
点

か
ら
作
願
門

(大
菩
提

心
)
・
止
悪

(護
三
業
)
・
深
心

(深
信
)
・
至
誠
心

(至
誠
)
・
無
間
修
(常
)
・

称
名
念
仏

(念
仏
)
・
廻
向
発
願
心

(随
願
)
の
七
法
に
あ

て
は
め
て
い

く
も
の
で
あ
る
。
四
釈
書
で
は
、
こ
の
惣
結
要
行
釈
に
A
釈
と
B
釈
と

い
う
二
種
類
の
釈
が
な
さ
れ
て
い
る
。
多
少
の
文
言
の
出
入
は
あ
る
も

の
の
、

A
釈
は

『略
料
簡
』
と

『釈
』
の
前
半

に
使

わ
れ
、
B
釈
は

『
料
簡
』
と

『釈
』
の
後
半
、
『詮
要
』
で
説
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

法
然
は
、
惣
結
要
行
の
要

・
取
な
る
こ
と
を
B
釈
中
に
お
い
て
指
摘
し

て
い
る
。
A

・
B
両
釈
を
比
較
す
る
と
、
①
A
釈
で
は
問
答
を

一
つ
、

法
然
上
人
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生
要
集
』
四
釈
書
の
研
究

(林

田
)

B
釈
で
は
問
答
を
2
つ
引
用
す
る
。
②
B
釈
で
は
、
五
念
門

の
作
願
門

に
事
と
理
を
分
け
、
事
の
菩
提
心
を
取
り
、
あ
る
い
は
、
止
惡
修
善
を

細
か
く
分
け
る
の
に
対
し
、
A
釈
で
は
そ
う
し
た
細
分
は
な
い
。
③
七

法
を
め
ぐ

っ
て

『要
集
』
や
善
導

の
正
意
か
、
非
正
意
か
の
相
違
が
あ

る
。
④
B
釈
よ
り
も
A
釈

の
方
が
簡
潔
で
あ
る
、
な
ど
の
相
違
が
あ
げ

ら
れ
る
が
、
七
法
に
つ
い
て
の
大
き
な
隔
た
り
は
な
い
。
こ
の
A

・
B

両
釈
あ
る
中
、
筆
者
は

『釈
』
・
『詮
要
』
に
お
け
る
B
釈
が
後
人
の
加

筆
に
よ
る
と
考
え
る
。
法
然
の
遺
文
を
書
写
、
編
集
し
た
者
が
、
A
釈

と
B
釈
と
の
両
者
が
あ
る
の
を
見
て
、
法
然
が
惣
結
要
行
を
重
視
し
、

詳
説
す
る
B
釈
中
の
説
示
か
ら
、
『要
集
』
に
関
す
る
釈
書
に
こ

の
箇

所
を
欠
く

の
は
不
都
合

と
考

え
、
『釈
』
で
は
A
釈
終
了
後
に
、
『
詮

要
』
で
は
全
文
の
後
に
加
筆
し
た
の
で
は
な
い
か
、
と
想
定
す
る
。

『
釈
』
に
お
け
る
B
釈
は
、
A
釈
の
結
語
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

唐
突
に
B
釈
が
続
く
と
い
う
形
式
的
面
、
A
釈
と
B
釈
と
い
う
同
内
容

の
も
の
を
何
故
再
説
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
ま
た
同
時
に
、

一

書
の
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
A

・
B
両
釈
で
惣
結
要
行
が
、
正
意
か
非
正

意
か
を
め
ぐ

っ
て

『
要
集
』

へ
の
解
釈
の
矛
盾
が
露
呈
し
て
し
ま
う
、

と
い
う
内
容
的
面
の
疑
問
が
あ
り
B
釈
を
後

の
加
筆
と
考
え
る
。

ま
た

『
詮
要
』
に
お
け
る
B
釈
は
、

一
部
を
終
え
て
い
る
と
思
え
る

直
後

に
B
釈
が
続
く
と
い
う
形
式
的
面
、
惣
結
要
行
が
入
る
助
念
方
法

門
を
正
修
念
仏
を
助
成
す
る
立
場
に
抑
え
て

い
る
な
ど
と
い
っ
た

『
詮

要
』
の
内
容
に
対
し
、
B
釈
で
は
、
惣
結
要
行
が
要

・
取
と
さ
れ
る
と
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い
っ
た
内
容
的
面
の
疑
問
が
あ
り
B
釈
を
後
の
加
筆
と
考
え
る
。

三

『
釈
』
・
『
詮
要

』

の
成

立
前

後

1
、
『釈
』
の
位
置

そ
れ
で
は
、
そ
う
し
た
指
摘
に
よ

っ
て
い
か
な
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず

『釈
』
に
お
い
て
は
、
か
つ
て
末
木

・
服

部
氏
が
指
摘
し
た
以
外
に
も
次
の
よ
う
な
三
点
が

挙
げ

ら
れ

る
。
①

『
釈
』
が
、

大
意

・
釈
名

・
入
門
解
釈
、

広

・
略

・
要
と
い
う
よ
う
に

ス
ム
ー
ス
な
形
で
構
成
さ
れ
る
こ
と
が
明
瞭
に
な
る
。
②
七
法
が

『要

集
』
の
正
意
で
は
な
い
と
す
る
解
釈
が
明
ら
か
に
な
る
。
③

『要
集
』

惣
結
要
行

の
問
の
文
中

に
あ

り
、
『
料
簡
』
・
『
略
料
簡
』
に
も
引
用
の

あ
る

「
況
復
具

余
諸
妙
行

」
と
い
っ
た
部
分

を
引
用

し
な

い
。

『
料
簡
』
・
『
略
料
簡
』
で
は
、
念
仏
や
そ
れ
を
助
け
る
七
法
は
要

で
あ

る
け
れ
ど
も
、
他
の
妙
な
る
諸
行
を
具
す
こ
と
を
も
認
め
て
い
た
の
に

対
し
、
『釈
』
で
は
そ
う
し
た
諸
行
を
少
な
く
と
も
勧
め
は
し
な

い
方

向
に
向

か

っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

2
、
『
詮
要
』
の
位
置
と

「選
択
」
思
想
の
萌
芽

『詮
要
』
に
お
い
て
は
ど
う
だ

ろ
う

か
。
筆
者
は
、
末
木

・
服
部
氏

が

『
詮
要
』
を
四
釈
書
中
最
初
期
の
成
立
と
主
張
さ
れ
た
の
に
反
し
、

『詮
要
』
を
四
釈
書
中
、
後
期

の
成
立

で
あ

り
、
同
時

に
、

そ

こ

に

「選
択
」
思
想
の
萌
芽
が
察
せ
ら
れ
る
と
考

え
る
。
そ
の
理
由
と
し
て

次
に
述

べ
る
諸
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

①

『詮
要
』
の
構
成

と

し
て
、
『
要
集
』
を

〈
念
仏
往
生
門
↓
正
修

念
仏
門
↓
観
察
門
↓
称
名
念
仏

・
引
摂
想
〉
と
解
し
、
こ
れ
ま
で
の
三

書
で
重
視
し
往
生
の
要

・
取
と
し
て
き
た
七
法
を
説
く
助
念
方
法
門
や

菩
提
心
を
説
く
作
願
門
を
取
ら
ず
、
構
造
的

・
立
体
的
に
称
名
念
仏

一

行

へ
と
向
か
う
。

②

『
釈
』
の
五
門
分
別
で
は

『
要
集
』
の
正
修
念
仏
門
、
往
生
諸
行

門
を
そ
の
ま
ま
用
い
て
い
る
の
に
対

し
、
『
詮
要
』
で
は
念
仏
往
生
門

諸
行
往
生
門
と
規
定
す
る
。
『詮
要
』
に
お
げ
る
こ
う

し
た

用
法
は
、

『無
量
寿
経
釈
』
・
『逆
修
説
法
』
・
『選
択
集
』

に
受
け
継
が
れ
て
い
く
。

③
他
の
三
書
で
は
、
帰
命
想

・
引
摂
想

・
往
生
想
を
並
列
に
説
い
て

い
る
の
に
対
し
、
『
詮
要
』
で
は
、
引
摂
想
を
要
な
る
も
の
と

し

て

い

る
。
引
摂
想
は
他
の
二
想
に
比
し
て
、
阿
弥

陀
仏
か
ら
の
働
き
か
け
に

重
き
が
お
か
れ
て
い
る
点
に
注
目
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

④
法
然
は
、
『
要
集
』

に
説
か
れ
る
助

成

の
語
を
独
自
に
転
用
し
、

助
念
方
法
門

・
別
時
念
仏
門

・
念
仏
利
益
門

・
念
仏
証
拠
門
な
ど
の
筒

所
を
助
成
と
し
た
。
こ
う
し
た
用
法
は
、
『
無
量
寿
経
釈
』
・
『
選
択
集
』

な
ど

へ
と
受
け
継
が
れ
て
い
く
。

⑤

『
要
集
』
往
生
階
位
を
釈
す
箇
所
の
特
異
性
が

挙
げ

ら

れ

る
。

『詮
要
』
は
、
他
の
三
釈
書
と

異
な

り
、
次

の
A
か
ら
E
の
よ
う
な
独

自

の
視
点
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

、
A
、
『
要
集
』
に
あ
る
道
綽
の
言
葉
を
敢
え

て
引

用

せ
ず
、
善
導
の

言
葉
の
み
を
引
用
し
、
続
け
て

『群
疑
論
』

を
引
用
す
る
。
B
、
法
然
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自
身
で
、
『要
集
』
の

「如
上
」
と

は
五
念
門

・
三
心

・
長
時
等
の
四

修
を
指
す
と
再
説
す
る
。
C
、
『往
生
礼
讃
』
の
序
文

を

五
念
門

・
三

心

・
長
時
修
が
明
ら
か
に
な
る
よ
う
な
形
で
引
用
す
る
。
D
、
A
と
は

異
な
る

『群
疑
論
』
の
箇
所
を
法
然
自
身
の
視
点
か
ら
専
修

・
雑
修
が

明
ら
か

に
な
る
よ
う
に
引
用
す
る
。
E
、
雑
修
雑
行
を
嫌

っ
て
、
専
修

へ
向
か
わ
せ
る
私
釈
を
施
す
。

こ
う

し
た
法
然
の
独
自
の
作
業
に
対
し
、
末
木

・
服
部

氏

は
、
『詮

要
』
は
初
期
の
も
の
で
善
導

・
懐
感
か
ら
道
綽

・
善
導

へ
と
移
行
し
て

い
く
と
指
摘
し
て
い
る
が
、
筆
者
は

『詮
要
』
に
お
け
る
他
の
三
釈
書

と
は
異
な
る
こ
う
し
た
説
示
を
、
次
の
よ
う
な
理
由
で
他
の
三
釈
書
よ

り
も
後

の
も
の
と
考
え
た
い
。

イ
、
『群
疑
論
』
を
二
箇
所
引
用
す
る
の
は
、
両
者
に

「
引

善
導
和

尚
前

文
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
懐
感
そ
の
人
を
重
視
す
る
も
の
で
は
な

く
、
善
導
を
顕
彰
す
る
こ
と
が
本
義
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
こ
の

『群
疑

論
』
の
引
用
箇
所
は
、
『
無
量
寿
経
釈
』
に
お

い

て
善
導
義
補
助
の
七

師
と
し

て
引
用
し
て
い
る
箇
所
と
同

一
で
あ

り
、
『
往
生
礼
讃
』
の
箇

所
は
、
『
選
択
集
』
な
ど
に
引
用
す
る
箇
所
と
同

一
で
あ

る
。
法
然
は

こ
う
し
た
説
示
を
自
身
で
求
め
、
味
読
を
し
て
引
用
し
て
い
る
。
そ
し

て
、
こ
う
し
た
流
れ
は
、

『
選
択
集
』
に
説

く

「偏
依
善
導

一
師
」
に

収
敷
し

て
い
く
。

ロ
、
『詮
要
』
に
記
載
の
あ
る
専
雑
二
修

・
雑
修
雑

行

.
専
修
の
語
は
、
『詮
要
』
の
み
に
引

か
れ

る

『群
疑
論
』
の
語
句

を
も

っ
て
表
し
た
。
そ

し
て
専
雑
二
修
な
ど

の
語

は
、

『無
量
寿
経

法
然
上
人

『往
生
要
集
』
四
釈
書
の
研
究

(林

田
)

釈
』、
『
選
択
集
』
な
ど

へ
と
受
け
継
が
れ
て
い
く
。

ハ
、

『群
疑
論
』

の

「雑

其
行

墜

於
懈
慢
之
邦

」
と
い
う
強
く
雑
修
を
否
定
す
る
説

示
を
受
け
て

「嫌

雑
修
雑
行

こ

と
い
う
私
釈
を
施
す
。
法
然
は
専
修

・
雑
修
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
敢
え
て
厳
し
い
箇
所
を
引
用
し
、

同
時

に
解
慢
国
に

「
墜
」
ち
て
し

ま
う
と

い
う

理
由
で
雑
修
雑
行
を

「嫌
」
う
の
だ
と
い
う
凡
夫
往
生
の
視
点

か
ら

見
た
諸
行
の
積
極
的
廃

捨
を
行
う
。
筆
者
は
こ
う
し
た
表
現

に
選
択
本
願
念
仏
説
に
通
じ
る
も

の
を
見

い
だ
す
。
も
ち
ろ
ん

「選
択
」
思
想

の
根
拠
は
、
阿
弥
陀
仏
の

本
願
に
基
づ
く
念
仏
と
諸
行
と
の
取
捨
で
あ

っ
て
、
四
釈
書
執
筆

の
時

点
で
は
、
後
に
開
顕
さ
れ
る

「選
択
」
思
想

ま
で
は
至

っ
て
い
な
い
。

し
か
し
、
四
釈
書
を
通
じ
て
阿
弥
陀
仏
の
意
志
に
基
準
を
お
こ
う
と
す

る
努
力
が
な
さ
れ
、
そ
う
し

た
営
為
の
な
か
で
、
諸
行
で
あ
る
雑
修
雑

行
を

「嫌
」
う
と
い
う
表
現
を
さ
れ
る
ま
で
に
、
法
然
の
専
修
念
仏
思

想
は
構
築
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
同
時
に
、
通
仏
教
の
正
統
を

ゆ
く

『
要
集
』
の
文
言
か
ら
離
れ
、
直
接
、
善
導

の
言
葉
を
求
め
、
引

用
す
る
姿
勢
に
注
意
を
向
け
る
必
要
が
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
理
由
で
、
『詮
要
』
が
四
釈
書
の
な
か
で
は
後
期
の
作

で
あ
り
、
そ
こ
に

「選
択
」
思
想
の
萌
芽
が
見
い
だ
せ
る
と
考
え
る
。

(紙
面
の
都
合
上
、
詳
細
な
検
討
は
別
稿
に
譲
り
、
末
註
は
略
す
。)

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

法
然
、
『往
生
要
集
』、
『往
生
要
集
詮
要
』、
『往
生
要
集
釈
』

(大
正
大
学
綜
合
仏
教
研
究
所
研
究
員

・
浄
土
宗
総
合
研
究
所
研
究
員
)
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